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第 2 部においては，第 1 部で指摘された問題点，特に空間周波数選択的機構の空間特'性に関する問題
を， 39種の心理物理学的実験，および 6 種のシミュレーション実験によって検討した。第 2 部は 3 章に
分かれており，第 1 章では闘値での実験を通して，処理機構の構造と特性を明らかにした。第 2 章にお
いては，そうした機構の構造と特性が関上における見えにおいても成り立つのかどうか，すなわら，理
論の線形性を検討した。第 3 章においては，第 l 章，第 2 章を通して得られた結果にもとづく予測が，
実際の知覚現象において当てはまるかどうかを，格子の明るさの同化現象において検討した。
第 3 部は総合論議であり，第 1 部，第 2 部を通して初めて論じられる考察を行い，今後の研究の方向
を指摘した。
【実験方法】
第 2 部の第 1 章，第 2 章は，正弦波格子に対する検出関およびコントラスト感を，調整法および強制
選択上下法によって測定した。第 3 章では，短形波格子に対するコントラスト感を極限法によって測定














なお，最も感度のよい3.0cpd Ccycle degree :空間周波数の単位)の格子で示された中央の感度上昇





























関上でのこうした結果は，実際の知覚現象と対応するはずであるO そこで， 2 種の抑制効果の存在を
確認するとともに現象に対する説明原理を与える目的で格子の明るさの同化現象を採用して，実験的
検討を行ったO
その結果，格子の明るさの同化現象において，空間周波数選択的機構の方向に依存する 2 種の抑制効
果の具体的なを見ることができた。また，この考え方に基く見えの予測可能性も示され，これまで統一
的な説明のなかった格子の明るさの同化現象に一つの説明原理を与えることになったo
【まとめ】
当研究では，以上のように，周波数次元の理論に対する空間次元からの検討という発想の転換を行い，
視覚中枢での最初の処理に関する新たな知見を得ることができた。この発想、の転換は理論的には必然性
をもつにもかかわらず，これまで行われて来なかったものである。
ここで得られた結果は，集約すれば，各空間周波数選択的機構の構造と反応が，空間的に近接する別
の機構との「関係性」において決定され，システム全体の反応も 関係性の内にあって決定されること
を示すものであるということになる。すなわち，空間周波数選択的機構の反応は，近接刺激の強度に依
存して性質が変化すること，特に強度が高い場合には，独立性を失い，相互作用をもつこと，しかも，
空間的な相互関係は，同時に，システム内での下位の処理段階からの情報の収赦のあり方に依存し，横
? ?
の関係が縦の関係によって決定されること，が指摘されたからであるo
加えて，空間周波数選択的機構の方向選択性が，局所性とともに，空間周波数分析の精度の上昇に寄
与しているという可能性も指摘された。すなわち，種々の方向において空間周波数分析を行うことによ
り，広い空間周波数選択性しかもたない機構によってでも，ある水準の空間周波数分析を保つことを可
能にしていると考えられるからである。
この考えは，従来，対立的に捉えられてきた空間周波数分析理論と特徴分析理論とを，機能の点から
統合しうる可能性を示すものである O
空間周波数分析機構の空間次元での検討は殆ど行われていない。特に関上で、の相互作用の研究は緒に
ついたばかりである。当研究での結果は，空間周波数分析理論をより実際的な処理理論へと近づける知
見を与えるとともに，空間周波数分析理論とは対立的に捉えられている理論(インパルス分析理論，特
徴分析理論)との統合可能性を指摘した上で，視覚の基礎研究に新たな方向を示したものと言えるO
論文の審査結果の要旨
本論文は，今世紀後半にはいってより，視知覚の基礎機制の解明に有効な手法を提供するものと期待
されて研究が始まった「空間周波数分析」に関する研究であるO
本論文では，刺激条件について，格子図形の空間要因と輝度要因の諸変数を独立変数とし，関値及び
関上の知覚反応を従属変数として，視知覚の実験的吟味が行なわれた。この研究において，空間要因の
諸変数についての実験的検討および実験結果に基づく生理学的仮説の提案は，この研究領域に新しい
展望をもたらしたものとして評価できるO
この論文は，実験心理学，知覚心理学の研究を中心とするものではあるが，感覚生理学，情報工学と
も関連がある学際的なものである o
以上のことから，審査委員会としては，本論文は学術博士の学位授与に値するものとの結論を得た。
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